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訪中末目目〔1981年一月12目（目）〕
　7時30分に起床。昨夜も窓を開け放って寝たが，一昨夜あまりよく眠れなか
ったためと，蚊に食われる心配が失せたのと二つの理由で，昨夜は大変よく眠
＊本『再訪目議』の（上）は，本誌の第330号187頁以下にある。
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れ，目覚めは爽快である。
　10時に，団長の加藤先生（一郎，成城学園長）が所望され，我々も行くこと
を望んだ，天山山脈の中腹にあるr天池」に向け出発する。現地の伝説では
r天池」とは神々の集うところの意味とか。また，r天池」の近くに二つの小
天池（小さな湖）あり，神様はr天池」で顔を洗い，二つの小天池で手足を洗
ったとの言い伝えありという。以上はすべて天池に向かう貸切りバスの中での
通訳・陳斉さんの説明である。
　天山山脈の最高峰は海抜5，45メートルのポゴダ峰であるが，我表の目指す
天池は，海抜が2，900メートルある山の中腹1，900メートルの所にあり，長さ
約3キロ，幅1キロメートルに及ぶ淡水湖である。長いこと人の近付く道はな
かったが，解放約10年後の1958年にようやく天池へ通じる道ができた由。ただ
現在でも，冬の問は雪と氷に閉ざされるため，天池へ登ることは不可能とのこ
とであった。
XX
　12時30分，待望の天池に着㍍その問に見た，天山山脈からの雪溶げ水を引
いての，遣の両側のポプラ並木やその他の農作物への配水の努力ぱ大変なも
へ陳斉女史の説明では，年問の降雨量が天山山脈の南で50ミリ，北で100ミ
リ（ウルムチはこれに入る）とのことゆえ，天からの雨の恵みは1年間わずか
10センチということ。したがってこれでは，肝腎た農作物も，高々と繁るポプ
ラ並木も到底育ちようがない。そのための融雪水の利用であるが，その利用の
徹底ぶりは我々を驚嘆せしめるに十分である。海抜が1，900メートルという天
池に近付くにつれ，融雪水の流れは早さと水量を増L，岩石に迫られた狭き所
では漢布となって砕け散る。
　天池に着いた途端，予期せぬことに，全員がハザク族経営の観光客相手の馬
に乗ることとなり，全員恐る恐る馬の背にしがみつ㍍が乗ってみれぱ，案に
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相違の安全な乗物で，最初10分の予定を30分に延長して，天池周辺の丘陵を，
ハザク族の若者にくつわを敢られて上下する。白銀に輝く天山の最高峰ボゴダ
峰も遠望され，また近くには，青い溝澄な水面に遊覧船を浮べた天池を眺めな
がら，馬の背にのんびり揺られる気分はまた格別である。約2，000メートルの
高地ゆえ，低地に比べ遥かに涼しく，また偶々目曜目であったため，少数民族
や漢民族の家族連れがバスやトラックで多数つめかげており，天池周辺の賑わ
いは大変なものである。馬の乗り賃は30分で一人5元。いい商売だったらしく，
馬の手綱を取ってくれたハザク族（Hazak）の大人も子供も皆愛想よく我々と
の別れを惜Lむ。
　2時頃昼食。その後，天池一周の遊覧船に全員が乗船し，天池を一周して，
元の船着場に嬬飢4時頃帰途に着㍍途中ハザク族と思われる人のパオに立
寄る。床に薄い布を敷いただげの大変簡素な暮らし振りに，一種の感慨を抱き
つつ清冷な天池を後にLた。
XXI
　訪中七Iヨ圓〔7月13目（月）〕
　午前7時30分過ぎに起床。8時から洗顔とシャワー。今日は水・湯ともよく
出る。
　10時にホテルを出発。まず先夜も登った紅山に再び登る。その後，市内の新
彊ジュータソエ場の見学に赴く。同工場は，1階がジュータン織場で，20歳前
後の若い女性が二人一組で，天井から吊り下げられた幅が5～6メートルもあ
る縦糸にむかい，熱心に編み進んでいる。
　1階の工場見学の後2階に案内されると，そこは織り上ったジュータンの展
示場兼即売場で，大小様々な大ききと，多彩汰色栖のジュータソが，床にも壁
にも所せまLと並んでいる。先方の勧め上手もあって，ほとんどの先生方がジ
ュータソを買われる。迷った挙句私も，幅120センチ，長さ190セソチほどの
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物を員う。現在わが家の玄関口に敷かれて，見るたびに今回の旅行を思い出さ
せてくれる貴重品と化している。
　ジュータソエ場見学の後は，玉石工場を見学す飢ここも1階では，石を研
磨して夜光杯などを作っているが，2階はそれらの製品の展示場兼即売場で，
皆それぞれに買物をする。私も石で出来た馬の置物，娘に頼まれていた夜光杯
一対，玉のネックレスなどを買い，1時過ぎにホテルに帰る。
XXII
　2時より食事。午後4時に，本来は汽車のところをいつものマイクロバスで，
約3時間半をかげて，灼熱のトルファンに向け，懐かしの新彊友誼賓館を後に
する。途中はすべて峨々たる山波の閻を走る一本の自動車道のみ。まさに砂漢
を行く感じ。時々刻々車外の暑さは高まり，車内の冷房も漸次威力を滅じて，
汗ぱんでくる。三時閻を過ぎた辺りから少Lずつ緑が見え始めたと思ったら，
間もなくトルファソの街である。街はすべて日干しレンガ造りの家でなってい
る感じ。街に入る前，時間ありとてrカレーズ」を見学する。これは一見堀井
戸の連続の観あれど，地下はお互いにつたがっており，かくLて炎暑による水
の蒸発を防ぎつつ，天山の雪溶げ水を砂漢地帯を貫いて遠々トルファンにまで
流す古代からの生活の知恵とか。その総延長は11700キ剛こもなるとい㌔
　トルファソぼ「火州」の名が示すとおり，中国一の酷暑の地とは聞いていた
が，実感するその暑さは聞きLに勝るもので，摂氏40度の暑さにrへきえき」
する。その暑さは丁度，大きなカマドに直面している感じで，呼吸もままなら
ない気配である。
　午後7時30分に，トルファソ（吐魯番）での宿舎「緑州賓館」に着く。ホテ
ルはたかたかに酒落た造りの西洋館であるが，外の陽射しを避けるために，玄
関ホールは極めて薄暗い。租どもの宿舎として，本館隣の別館が割当てられ
る。
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　9時に夕食。食後の10時から，ホテル近くのr吐魯番賓館」のぶどう棚の下
で，ウイグル族の歌を聞き，踊りを見私男3～4人，女6人からなるウイグ
ルの若き男女が，踊り，かつ歌う。若いウイグル娘が歌の題名をウイグル語，
中国語，それに目本語で紹介するのに一驚する。例えぱr私の故郷」r美しい
村」r恋人は聞かないで」rぶどうが実った」など。しかL戸外で摂氏45度とい
うべら棒な暑さに，汗だくになりながらの見物である点だけは玉に傷であっ
た。
XXIII
　トルファンは新彊ウイグル自治区の東部，天山山脈の南麓に位置する。トル
ファンとはウイグル語でr豊饒な土地」を意味する由。トルファン県の人口は
約17万で，ウイグル族はその8割弱の12万余を占めるという。
　トルファン盆地は中国で最も標高が低く，中でもその底にあたるアイデン湖
は湖面の海抜がマイナス154メートルという世界で2番目の低さで（ちなみに
世界一の低地は，ヨルダンの死海とのこと），このことも，盆地の三方を取囲
む高い山々とともに，年問の最高気温が47．5度というべら棒な暑さの原因と
底っているという。
　トルファソの街の中心部には，イスラム教徒であるウイグルの人々のための
モスクや病院など，色鮮やかな数階建ての立派た建物も見受げられるが，それ
以外の建物は例外たく厚い土壁を塗り固めたウイグル特有の土の住居で，その
多くが，1階の住居部分の上にその倍の高さはある，立派な虫かごのような，
四角い，土造の建物を頂いている。四方の壁には沢山の通風孔が一面にあいて
いて，高くて広々としたところに突き出た形で建っている。これはブドーを陰
干しにするための小屋で，新鮮恋ブドーをこの小屋の中にぶら下げておくと，
トルファ：■の乾燥Lた熱い風のお陰で，長くても1ヵ月半で，薄緑色に透きと
おった甘くて柔らかい，あの有名な種なしの白干しブドーができあがるとい
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う。私もホテルの売店で買って試みたが，色といい，味といい，たかなか乙な
ものであつた。
　ウイグル族はイスラム教を信仰しているので，男性はオワソを伏せたような
縁なし帽を着用している。婦人は原色に近い派手な色の服装を好むようであ
る。方々に色鮮やかなイスラムのそスクがあるのも，この街の特色である。ロ
バの引く馬車が乗物として一般に用いられているのも，トルファソの風物詩の
一つといえる。
XXIV
　訪中八E1目〔7月14El（火）〕
　今朝は「ザリベ（再力拝）」さんという名の，若く美しいウイグル族のお嬢さ
ん（通訳兼ガイド）の案内で，10時に宿舎の吐魯番緑州賓館を出発して，午前
中に，ベゼクリク千仏洞，アスターナ古墓群，それに高昌故城の三カ所を見学
し，遺跡の保存状況を視察する。ベゼクリクヘの道は，孫悟空で有名な火烙山
を左に見ながら，灼熱のゴビ灘を割って行く感じである。若いに似ず，ザリベ
嬢の日本語はなかなかに達者で，分かり易い。
　最初のベゼクリク千仏洞では，手の届く高さまでの壁画や仏像がすべて，
露・独・英・日などの探検隊の手で無残に剥ぎとられており，その跡を示す茶
色の壁土のむごたらしさに，かつての探検家達の名誉欲の爪跡を見る思いであ
る。なお，現状が上記の各国探検隊の仕業の結果である旨の説明が，同千仏洞
第34窟入口左手の立札申の『前言』に，はっきりと書かれている。
　次のアスターナ古墳群は，古いウイグル貴族の墳墓である。地下の墳墓の正
面の壁には，彩色Lた人物画などが描かれている。アスターナに行く途中ウイ
グル族の大きな農家の庭先で，お茶の接待をうげる。灼熱のため喉が乾いてい
たので，ブドー棚の下で頂くウーロソ茶はことのほか美味しく，何杯もお代り
する。
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　次の訪間地は，市の東南約40キ剛こある「高昌故域」である。ここは，紀元
7世紀のぼじめに仏教教典を求めて天竺（今のインド）へ行く途中の玄奨三蔵
法師が，国王の要請に応じて1ヵ月以上滞在して，人々に仁王般若経を講義し
たという高昌王国の都城跡である。ここが現在は国指定の重要史蹟であること
を伝える入口の立札によると，同古城は紀元前1世紀に基が開かれ，14世紀に
廃止されたとある。
XXV
　昼食を宿舎の緑州賓館に戻ってとる。少憩の後，午後は5時から，今度はト
ルファン（Tmfan）市の西10キ剛こある「交河故城」の見学に行く。交河故城
の遺跡も高昌故域のそれに類するが遺跡保存の状態は高昌のそれよりも遥かに
よく，10メートル近い建物遺跡が多数あるほか，今でも滑車を使った井戸が一
つだけ残ってい飢交河故域も高昌故城と同時代，すなわち紀元前2世紀から
王4世紀まで栄え，同地が天山南路と北路に挟まれる位置にあるため，シルクロ
ートにおいては地理的に極めて重要な地位を占めていたという。
　総人口は，高昌が3万人であったのに対して，交河の方は3千人にすぎなか
った由。交河とは，同地が二つの河に挟まれた高台にあるところからきた呼名
である。現在も河が細々と流れ，その両岸にはブドーなどが栽培されていて，
そこだけが緑豊かなのが印象的であった。
　以上の見学を通じて，この灼熱の地に住むウイグル族など少数民族の日常を
身をもって体験した次第である。ハミウリ，西瓜，ブドー，リソゴなど，豊富
な自然の産物に恵まれているとはいえ，火熔山に象徴される焦熱地獄に住むこ
との厳しさがつくずくと実感された。
XXVI
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　今目も快晴である。午前10時に緑州賓館を出発し，同賓館の所有という立派
なブドー園を訪ねる。文字どおり，枝もたわわに，緑色のブドーが頭上の棚か
ら重く垂れさがってい私まだ成熟前ということであったが，無理に頼んで幾
房かを採って頂き，賞味する。味は酸味が強いが，粒の小さい方は種がなく，
なかなかに醸のある勝れたブドーであ糺このブドーから，昨日の夕食蒔に賞
味したあの切れ味のよい，甘美なブドー酒が作られるのを納得す乱
　その後バスは，現在は最早使用されていない古いモスク（蘇公塔，イミン・
パゴダという）を訪ねる。モスクには，周囲を美しい幾何学模様で飾った，高
さが十数メートルもある立派な塔が付いており，モスクの二階からは緑豊かな
トルファン市の郊外が一望できる。
XX▽II
　午後2時より昼食。例によって沢山の種類の皿が並ぶ。日本の手打うどんと
寸分違わないものがrどんぶり」に三杯も出，皆喜んでこれを食す。例により，
ハミウリ，西瓜も沢山にでる。満腹のうちに吐魯番（トルファン）最後の食事
を終える。団員一同よくお世話頂いた愛想のよい従業員（r服務員」という。
ほとんどがウイグル族の若い女性である）に厚く礼を述べて，別れを謄Lむ。
ここの服務員は本当に親切で，お陰でトルファンでの食事はいつも楽Lく賑や
かであった。
　4蒔に，次の訪間地「敦煙」に行くべく，マイクロバスでホテルを発つ。ホ
テルの中庭で，二日間通訳兼ガイドとLて大変お世話になったザリベ嬢とも別
れる。5蒔，トルファン駅に着く。ウルムチ以来お世話になった中国国際族行
杜の陳斉きんとも，ここでお別れである。
　5時37分に蘭州行き列車が到着。5時50分すぎに発車。発車後約四蒔閻，牽
外は砂漢の広野の連続である。7時頃食堂車にて夕食。午後の10時になっても，
車外は目本で言えぱ夏の夕暮れ時，すなわち6時か7時くらいの明るさである。
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　窓の外は何時間走っても同じ砂漢の風景で，人も家も見ることはない。荒涼
とLた石ころだらけのゴビ灘の中を，我々を乗せた列車はただ黙々と走私そ
れは中国の広さの象徴であるとともに，中国の内奥がいかに広大な不毛の砂漢
地帯であるかを，否応なく実感させずにはおかない。まことに厳しい風景であ
り，広大さである。
　11時過ぎ頃から皆ぼちぼち寝始め，間もなく全員が寝入る。私は寝つげぬま
ま・小机のスタンドの灯を頼りに日記をつげる。明目はし・よいよ，今回の族行
のハイライトである敦煙訪間かと思えぱ，目は一層冴える感じである。
XXVm
　訪中十目目〔一月16日（木）〕
　朝早々と目覚め車外を見ると，依然昨夜と同じゴビ灘の風景である。
　午前8時30分に，列車は無事r柳園」駅に着く。約15時間の長旅であった。
私は下の寝台で，寝たようた寝なかったような一夜を遇ごした。
　9時。われわれと，われわれ全員のトラソクを積込んだ中型貸切りバスは，
敦煙での我々の宿舎r敦娃賓館」に向げ柳園を出発。柳園一敦煙閻ぱ130キロ
という遠さ。よって途申，安西市の自由市場にて少憩する。巨大凌テントの下
の中央を通路にして，その両側に，野菜や果物などの生活必需晶を地面に直に
並べ，売手である主婦や若着はそれら商品の後ろで，低い台に腰を下ろして，
買手が付くのをのんびりと待ってい乱活気はあるが，前に見たウルムチのバ
ザールと比べると，大分ゆったりとした田舎の風情である。
　11時頃，敦煙賓館に着く。なかなかに立派な洋風の建物である。ガイドの郭
嬢の説明では，同賓館は敦煙最高のホテルとか。与えられた部屋に入ってみる
と，諸設備がウルムチやトルファソのそれに比べ，格段とよいのに気付く。シ
ャワーを浴び，髭を剃り，整髪する。立派なバス・タブでの豊富恋湯量に，寝
台車での疲れも一掃される心地。心身ともに生返った気持ちで12時よりの昼食
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に臨む。
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XXIX
　敦煙は地図で見ると，広大な新彊ウイグル自治区の境界線を東に越えた直ぐ
のところにある。それゆえ敦煙は，北西から南東に向げて細長い独特な地形を
なす甘粛省の西端の主要都市ということで，かつてはシルクロードの要衝の地
として，遠く漢代から交易で栄えたという。地図で見ると，敦煙のさらに東に
万里の長城の西の果てとされる「嘉崎関」があること，および，古都長安（今
の西安）からでさえ約1，500キロも西方に位置していることからも知られるよ
うに，敦煙は中国の辺境の街というよりは，むしろ中央アジアのオアシス都市
と言ったほうが適切なのだとされる。ちなみに，敦煙が一般の外国人に解放さ
れたのは，ようやく昭和54年のことだという。
　午後の2時半，待望の敦煙莫局窟の見学に赴く。敦煙文物研究院の特別のご
配慮により，一般客は入れないという，第427，428，445，454，61，62，63，
45の各室を，同研究院接待所の孫秀珍さんの案内で見せていただく。晴，宋，
唐時代のものが多い。なかでも第45室の，お釈迦様を中心に全部で七体からな
る塑像群は，莫高窟にある約2，400の塑像群中の最高傑作の由。
　r敦煙莫局窟は千仏洞とも呼ぱれ，敦煙市の東南25キロ離れた鳴沙山東麓に
あり，南北の長さは約1，600メートルである。唐代の碑文の記載によると，莫
高窟は前秦の建元2年（西暦366年）に創建され，唐代の武則天の頃にはすで
に1，000余りの窟があったといわれている。自然や人為的な破壊があったにも
かかわらず，十六国，北魏，西魏，北周，晴，五代，宋，西夏，元などの各時
代の石窟が現在も429窟残されており，その中に壁画が45，O00平方メートル，
彩色塑像が2，000体以上含まれている。莫高窟ば中国の三犬石窟芸術宝庫の一
つ（ほかの二つは河南省洛陽龍門石窟と山西省大同雲騎石窟）で，世界に現存
している規模が最も犬きく，保存状態が一番良い仏教芸術宝庫である。』以上
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は，中国のr国家旅遊局宣伝司」発行のパソフレヅトからの引用であるが，い
ずれにしてもこの敦煙莫筒窟が，いまや人類全体にとってかげがえのない貴重
な文化遺産であることに異を唱える考はいないであろう。
　夕食後再び貸切りバスに乗り，ホテルから20～30分のところにある鳴沙岬こ
行き，生まれて初めてラクダに乗る。ラクダの背に揺られながらの鳴沙山と有
名な月牙泉（鳴沙山の山麓にある三目月形の小さな湖）めぐりは，r月の砂漢」
の詩情そのものであった。
XXX
　訪中十一8目〔一別相（金）〕
　9蒔30分に出発の予定が，バスの故障のため10時20分すぎようやくr陽関」
に向け宿舎を出発。陽関は紀元前，漢の武帝（紀元前141～88）の時代に西域
への砦として築かれ，北の玉門関と並んで千年も栄えたというが，現在は荒涼
たる砂丘の上に「陽関故辻」と刻まれた小さな石碑が，ひとり寂しく建つのみ
である。陽関という名を耳にするとき我々が思い出すのは，かの有名な唐の詩
人・王維（紀元701～761）の惜別の詩の一節r君にすすむ，さらにつくせ一杯
の酒。西のかた陽関を出づれぱ，故人なからん』であろう。現在の陽関の風景
はまさに，この詩情を忍ばせるにたる寂寡たるものであった。
　ホテル（敦煙賓館）から陽関までは約70キロの道程であったが，往路では左
手に既に目本でも上映された映画『敦煙』の城閣セットを遠望し，また帰途に
は珍しい展気楼を見ることができ，一同感激する。
XXXI
　ホテルに帰って昼食をとった後，2時30分頃再びr莫高窟」を目指す。ただ
L，当初の予定では敦煙空港から空路で直接r蘭州」へ行く手筈であったとこ
ろ，整傭のため同空港が閉鎖中であることが判明。そこで莫高窟を見学した後
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は，そのままバスで7時聞かけて今日中に嘉略関まで行くことになり，トラソ
ク類もすべてバスに積込んでの出発となる。莫高窟では，敦煙文物研究院院長
の段文傑先生に親しくお会いすることができたほか，先生の特別のお計らいで・
一般には非公開という220と285の爾室を，前日と同じ孫秀珍さんの案内で見
せて頂く。両室ともに窟の完成した日時が窟内に明記されているのが特色と
か。220室は535年が，また285室は624年が窟完成の年とか。220室正面奥
の立派な仏像には頭部がない。これはイスラム教徒の破壌によるものとか。
285室でも，正面に7体あったという仏醸のうち左右の二体が欠けている。
　いずれにしても長い年月砂岩の中に放置され，時には各国の探検隊が，また
ある時は盗賊が，さらには軍隊などもこれらの窟に寝泊りして，寒さ凌ぎに窟
内で焚火をLたこともあったとのことで，窟の中の仏像や壁画の中には，痛み
方が私の想像していた以上のものもあった。
　現在はようやく保存にも手がまわり，窟には各室ごとに鍵つきの扉が設けら
れ，観光客も隈られた一定の室しか見られない仕組みで，カメラなども一切持
込み禁止という厳しい措置がとられているが，これはかげがえのない，しかも
傷み易い貴重な文化財を保護するためには，仕方のないことだと感じた。
　時聞がないために，この日の莫局窟見学は残念ながら以上の二室のみで打切
り，4時30分に嘉浴関に向げて約280キロの長族に出発する。途中，安西県で
少憩。夜9時頃ようやく玉門鎮のr玉門賓館」に入り夕食。10時頃同賓館を出
発し，真暗な夜遺を約120キロ走破して，零時すぎこの日の宿泊地「嘉崎関賓
館」に着き，直ちに就寝。
XXXII
　訪中十二目目〔フ月18目（土）〕
　8時40分に嘉路関賓館を出発し，嘉崎関の遺跡見学に赴く。嘉崎関は，遠く
渤海を臨む山海関から始まり，延々6，000キロを超えるという壮大な万里の長
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城の西の終点に当たるところ。近年手を加えた由で，映画か舞台の「書割り」
のような立派な砦がある。最初は明代の1372年に建築されたという砦は，東
西・南北ともに160メートルほどもある豪壮なもので，往時は400人もの兵士
が常駐していたという。
　9時20分，嘉崎関空港へ。10時40分発の中国民航2204便（アントノフ24型
機40人乗り）に搭乗，1時間40分後の12時25分に目的地・蘭州に着く。されど
到着時刻変更の連絡が悪かったとのことで，空港には出迎えのバスが来ていな
い。そこで空港内の食堂で昼食をとりながら，中国国際旅行杜蘭州分杜からの
連絡を待つこととなる。
　2時10分過ぎ，ようやく迎えのバスが着く。やはり搭乗機変更の不知による
遅延の由。直ちにバスに乗り，蘭州市に向かう。空港から市までは約80キロの
遠距離で，この距離の遠さはチベットのラサ空港に次ぐ中国第2の遠さだとい
う。蘭州市の入口近く，待望の黄河とうとうと流れる。そこに至るまでの風景
は，NHK特集のr犬黄河」で見たとおりの黄土高原で，かつての洪水による
深い爪跡が，アメリカ・アリゾナ州のグランド・キャニオソと同じ風景を演出
していて，住民の労苦の並大低でないのを知る。
　市内に入り，まず甘粛省博物館を見学。同博物館は，シルクロードの遺跡か
らの出土品の展示で著名な所。有名なr馬踏飛燕」の現物その他，多くの副葬
品を見る。たかに犬変立派た百体あ童りからなる青銅製の精巧な軍馬の一団あ
り。墓の主の偉大さを忍ぱせる，実に手の込んだ作品群である。
　その後，ここ金城賓館に投宿する。できたてのホテルとのことで・大変立派
で，きれいなホテルである。
　蘭州は三県六市を擁する甘粛省の省都らしく，黄河ぞいの遊歩道や，市内の
道路の整備状況はすこぶるよろしい。アカシヤの街路樹もよく手入れされて・
緑の大変多い近代的な大都会である。6時30分からタ食。久しぶりの都会らし
い料理に舌つづみを打つ。珍Lいラクダの手の平の料理もでる。
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XXXIII
　訪中十三目目〔7月19目（圓）〕
　8時に朝食。その後宿舎の金城賓館を発ち，女性通訳の案内で「白塔山」の
見学に赴く。白塔山は市の中心部で黄河にまたがるr中山橋」を渡った対捧に
あり，かなり急な石段を数百段汗をふきふき息せき切って登る。山頂に白塔寺
という小さな寺院あり。山頂からは，足下を流れる黄河のほか，蘭州の街が一
望できる。
　黄河の上流に位置する蘭州は，黄河に沿って東西にひろがる細長い街で，五
泉山公園が南から，また白塔山公園が北から，黄河を挟んだ形で街を見下して
いる。同市はまた，シルクロードの河西回廊の出発点として栄え，現在は甘粛
省の省都として人口も227万を数えるという。
　白塔山を下った後は，対岸の市街地にある五泉山に登る。日曜日ゆえ多くの
家族連れで犬変な賑わいである。五泉山の由来は，漢代の将軍・雷去病がここ
を通って西征を行った際，飲み水に困って剣で地面を刺したところ，五カ所か
ら水が湧き出たという言伝えから，かく命名されたとのこと。その名のとおり，
豊富で透明な水が園内に濫れている感じである。
　五泉山公園を後にLた我々のバスは，同市から80キロ離れた蘭州窒港を目指
す。途中のパスの中で通訳の董さん（北京旅遊学院の学生）が中国と日本の歌
を披露したのをきっかけに，バスの中は一転してカラオケ会場と化し，運転席
に近い方の先生から次々に指名され，一人一曲を歌わざるを得ぬ羽目とたる。
私もやむなく，ゆいつ歌詞を覚えていたr古城」を一番だげ歌ってお茶を濁
す。
XXXIV
午後1時50分蘭州発中国民航2511便で待望のr上海」へ。4時15分に上海
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空港に到着。空港には上海杜会科学院法学研究所長の斉乃寛先生，同外事処長
の王徳牽先生，杜長庚同前外事処長ほかの方々が出迎えて下さり，直ちにバス
で上海での宿舎r華亭賓館」にむかう。
　5時前，同賓館に到着。6時から，同賓館の最上階の大食堂で，斉上海杜会
科学院法学研究所長らとの歓迎夕食会に臨む。食卓には，茅台酒（マオタイチ
ュ），紹興酒，青島（チンタオ）ビールが出され，地方料理とは一味違う洗練
きれた上海料理に皆舌つづみを打つ。
XXXV
　訪中十四目目〔7月20El（月）〕
　8時30分すぎに華亭賓館を出発して，上海杜会科学院にむかう。上海の街は
道1幅が広く，プラタナスの大樹が両側の歩道から車道の上に，覆いかぶさる形
で張り出Lている。幹の太さは一抱えもあろうか。街のたたずまいにどことな
くパリを感じさせるものがある。建物の多くが新しく，かつ豪著である。
　9時から，上海杜会科学院3階の応接室で，杜会科学院の先生方との座談会
に臨む。杜会科学院側の出席者は，院長の張伸礼先生，同法学研究所長の斉乃
寛先生ほか計10名の先生方。当方はもちろん訪中団全員で，環境保護法をめく“
る間題を中心に議論が展開する。
　午後2時近くに座談会を終え，そのあと上海杜会科学院がこのほど新築した
外国人研究老用の宿泊施設を参観，今後の利用を勧められる。杜会科学院の玄
関前で記念撮影の後，同院の先生方に見送られて杜会科学院を後にする。
　貸切りバスで「静安賓館」に行き，昼食。昼食後は，上海唯一の庭園である
r豫園」と「玉仏寺」の参観に赴く。
XXXVI
夏の上海のむし暑さは大変なものとかねて聞いてはいたが・実際に体験する
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その物凄い暑さに一同汗みどろになりながら，上海杜会科学院の王寅通さんの
案内であちこち見て歩く。豫園を参観した後は再びマイクロバスに乗り・今度
は玉仏寺に行く。随分と立派な寺院である。大きな，しかも金色燦然とした・
日本のそれとは全く趣を異にする仏像群を拝観後，二階に上がり靴をスリッパ
に履き替えて仏間に入ったところ，そこにこの玉仏寺の名の由来という，約
100年前にビルマから贈られてきたという真白い玉石から作られたほぼ等身大
の華麗な仏像が，沢山の宝石をちりぱめた衣装をまとって，ガラス箱のなかに
安置されている。
　7時頃夕食をとるためr錦江飯店」に着く。宴の冒頭カロ藤先生から，中国杜
会科学院からの随行通訳の孫新，干敏の両氏に対するねぎらいの挨拶があった
後乾杯。今夜の宴が訪中団にとっての最後の宴であることから，宴の半ぼをす
ぎたころ，森島昭夫名大教授を皮きりに訪中団全員が・今度の旅の感想やら・
中国側通訳への感謝やら，中国と上海両杜会科学院の先生方に対する謝辞たど，
それぞれが思い思いに感清を吐露し，中国最後の宴はいやが上にも盛り上が
る。
XXXVII
　訪中十五日目〔7月21目（火）〕
　今日ぱいよいよ帰国の日である。9時30分に宿舎の「華亭賓館」を出発し，
1921年7月23目からの中国共産党第1回全国大会が開かれたという由緒ある場
所を訪ね，当時の事徹こつき紹介の展示物を見，案内人から詳細な説明を聞
く。それによると，この第1回大会には中国各地から13人の代表が集り，それ
にコミソテルソの代表2人が加わって行われたという。会議の開かれた場所は，
旧フラソス租界に所在するごくありふれたレンガ造りの二階家の一階の客間で、
都屋の中央に1，5mx3mほどの机があり，その上に13個の茶碗カミ置かれて・
当時の会議の様子を如実にうかがわせる。
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　会議場の隣は，当時の中禺共産党の置かれていた状況に関する資料館で，主
として写真と説明文からなる。そのなかにr中国共産党成立の歴史的背景」と
して，二つの興味あるグラフがあるのに気付く。一つは，当時の人口に占める
「地主・富農」「中農」「貧農」それぞれの割合を示したもの，いま一つは同じ
「富農」「中農」「貧農」の三考が土地所有に占める割合を示したもの。前の人
口比の表によると，地主・富農の割合は14劣，中農は11％，貧農は75劣である
のに対して，土地所有では施主・富農の占有率が81完，中農のそれが13％，貧
農が5％とあり，当時の農民が置かれていた苛酷な状況が一目で分かる仕掛け
になっている。上記の第1回会議出席老13名中の何人かが，その後国民党政府
に捕えられて処刑されたり，処刑は免れたかわりに国民党に寝返ったりしてい
るのを知り，感慨無量であった。
XXXVIII
　次いで，中国の国父というべき孫中山（孫文）先生の旧居を参観する。ここ
は一般の参観は許されていない所という。旧屠は洋風建築の夫変立派な，かつ
rしゃれた」建物で，食卓をはじめとする家具・調度類も酒落ていて，Lかも
立派なのに驚く。応接聞にぱ日本の有名な実業家・久原房之助氏が孫文に贈っ
たという日本刀も飾ってある。実に素敵な住まいである。
　聞げぱ，当蒔カナダ在住の率僑達が募金してこの家を購入し，それを孫中山
先生に贈ったとのこと。孫文がいかに深く人々に敬愛されていたか，この一事
で十分推察される。孫中山と夫人の宋慶齢は，この屋敷に1918年から1924年
まで注み，夫の孫中山が1925年に北京で病死した後は，夫人が一人でこの館
に1937年まで住んだという。
　最近わが国でも翻訳・出飯されて評判になったr宋王朝』の中で，「姉は金
を愛し，妹ぱ権力を愛した」のに対し，r国を愛した」と評されている令夫人・
宋慶齢女史の1921年当時の若く美しい写真が室内の壁に飾ってある。まこと
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に知性に澄れた，絶世の中国美人であったことを，改めて知る。
　一階にも二階にも立派な本棚がいくつもあり，中に政治・経済関係の図書が
ぎっしり詰まっている。英語で書かれた図書が大半と感じたが，中に以下の表
題の図書があるのに興味を引かれた。すなわちr建国方略』『日露戦争史』『三
民主義建設の原理』がそれである。当時の孫中山の関心を端的に示すものと言
えようか。
　いずれにしても，孫中山先生の旧屠の参観は大変貴重な経験で，孫先生夫妻
の立派な人とたりに深い感銘を受げて，旧居を後にした。
　12時すぎ，龍楯飯店にて昼食。1時すぎ上海空港着。通関手続きを終え，免
税店にて洋酒，ボールペソ，子供にブローチなど買う。3時20分発の日本航空
796便に乗る。午後7時20分に新東京国際空港に着き，直ちに解散。
XXXIX
　以上で，私のr中国再訪日誌』も無事終了したわけであるが，これだけで終
わっては読者の皆様に何か申し訳ない気がするので，最後に，今度の訪中の際
「中国人民保険公司」から頂いた同公司紹介のパソ7レヅトから関係の記事を
抜き出し，それを邦訳して読考の参考に供したく思㌔これを一読して頂けれ
ぽ，現在の中国の保険事情がどのようたものであるカ㍉また，中国の唯一の保
険引受げ機構である「中国人民保険公司」の組織や目覚ましい発展ぶりのおお
よそが把握して頂げるのではないかと考える。
　それでは以下，同資料に基づいて，先づ同公司の董事長兼総経理である秦道
夫氏の「事業報告」から見てゆこう。なお，董事長とは日本でいう会長のこと，
また総経理とは杜長のことである。
XXXX
秦董婁長兼総経理の1986年度についてのr事業報告」
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　（1）1986年は，中国の第7次経済5カ年計画の最初の年であった。中国人
厨は，中国共産党中央委員会の指導のもと，中国的特敏を傭えた杜会主義建設
の遣を高らかに前進し続げた。政治的統一と安定，国民経済の引続く成長，そ
れに国民の生活水準の向上があいまって，中国の杜会圭義建設に繁栄と活況が
もたらされた。このような好環境に恵まれたお陰で，中国の保険事業も依然た
くましい成長を記録した。1986年は，収入保険料の面で第2の記録的増収を記
録し，その総額は50億元を超えた。その内から総額22億元に上る保険金を支払
ったほか，各種の租税分として2億1，000万元を超える税金を政府に支払っ
た。1986年末までに，中国人民保険公司（英語の略称はPICC。以下ではこの
略称を用いる）が蓄積した全ての責任準傭金の総額は，かつてたい高水準に達
した。
　（2）　中国の農業と工業の引続く発展と，国民の生活水準の着実な向上の結
果，PICCは，日々その事業範囲を拡大した。全ての種類の国内の財産保険が
1986年中に全体的な成長を記録し，なかでも自動車の車両保険と家庭財産保険
などの進展は，誠に目覚ましいものであった。
　（3）農業保険の分野でも，保険サービスはすでに農業，林業，牧畜業，副
業，漁業，商業，運輸業，建設業，サービス業にまで及んでおり，提供されて
いる保険の種類も130種を超えている。同時に，養殖業保険や種植業保険も試
験的に提供されている。
　（4）PICCが取扱っている全ての保険種目中，生命保険は1986年に最大
の伸びを示し，前年末の被保険者数2，100万人がユ986年末には一挙に6，300
万人に増え，簡易生命保険の加入者も前年の460万人が1，945万人に増え，さ
らに団体生命保険のカロ入老も1，283万人が3，469万人に増え，これらはそれぞ
れ対前年比200％，320％，170％の増加を意昧する。さらに，既存の約50種
類の生命保険のほかに，r一人っ子保険」やr農民葬儀保険」などの新種の保
険が登場L，これにより全ての杜会階層の被保険老が持つ多様な要求が満たさ
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れることになった。例えぱ，河北省固安県では，村や町の経営する企業に働く
従業員が年金保険に加入することになった繕果，同保険が提供する担保と各企
業の経営上の成果ならびにそこで働く従業員の労働実績とが密接に結びつくこ
ととなった。かくして，従業員は退職後の心配から解放されたぱかりで汰く，
従業員の生産意欲も高まり，かっ，彼等カミ働く企業の成長も健進されることに
なった。
　（5）中国の対外開放政策の一層の浸透と，中国の対外経済・貿易活動の引
続く発展につれて，PICCも海外との保険取引を益々重視し，新種の保険種目
を積極的に開発するとともに，海外の保険取引地域を引続き拡大してきた。そ
の結果，海外との傑険取引関係の収入保険料も前年を遥かに上回る増カロを見
た。今日までに，P五CCが外国との保険取引関係で提供可能な保険種目は約80
種あり，かつ，これまでに保険を引受けた大型プロジェクトとしセは，大亜湾
にある広東原子力発電所，平朔の野天掘炭鉱，沙角の温熱発電所，拉薩飯店，
北京の世界貿易セソターなどがある。そのほか，衛星打上げ保険の引受けのた
め，多くの努力が頓注された。保険料収入は引続き薯しい増収を記録したが，
他方，保険から支払われた填補金ないL補僕金も一層顕薯な役割を果たLた。
1986年中にPICCは，国外と国内からの各種の保険金請求280万件を処理し，
所定の保険金を支払った。これらの傑険金支払を分析すると，損害率は国内の財
産保険関係が55．6劣，同生命保険が25．8％，海外保険関係が30．6％（但し，未
解決分を除く）であった。1986年におげる最大の保険金支払は，吉林省で起った
大洪水関係のもので，PICCはこの災害に対して7，000万元を支払っている。
一件当りで最大の保険金支払となったのは，青島港で爆発後沈没した広州海運
局所属のタソカー「大慶245号」に対するもので，PICCは1，000万元を支払
った。単一種目で保険金支払が最も多かったのは断然自動車の車両保険と第三
者賠償責任保険で，その総支払額は国内の財産保険関係の全支払額の48％にも
達した。PICCから支払われたこれらの填補金ないし補償金は，被害を受けた
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企業や住民をして遠やかな生産の再開，住宅の再築を可能にしたのみならず，
人々の生命や財産を守り，かつ人々から後顧の憂いを取除くのに貢献した。
　（6）1986年も，国際保険市場での競争は依然極めて厳しいものがあったが，
同年はまさに事態好転の年であった。同年におげるPICCから外国への出再保
険料は2億9，800万元に達したが，他方，PICCが海外から受けた受再傑険料
も2億4，300万元に上った。
　（7）王986年には，事業拡犬の努力とあいまってPICCは，高度の専門的
知識集団からなる保険企業の構築に重点をおくとともに，全ての段階におげる
組織と職員の調整と充実に努め，チベット自治区にPICC分公司を設置し，
PICCの職員に基礎知識と保険の技術的ノウハウを教え，中国保険管理幹部学
院を創設してその第1期生を収容し，かつ，数回にわたり傑険セミナーを開催
したが，これには各州，各地，各県の分公司・支公司から800名以上の管理職
の人達が参加した。1986年末，PICCは全国に総数2，659の分公司・支公司を
持ち，中国国内だけで62，389名の職員を擁しているほか，香港，マカオと海
外に30に上る支公司と分公司を持ち，700名を超す職員を配置してい糺
　（8）国の内外におげる保険事業の引続く発展と呼応して，PICCと世界の
同業老聞の国際交流も益々盛んになりつつある。1985年9月に北京で開催され
たアジア・アフリカ傑険者・再保険考連合の第9回大会に続いてPICCは，
1986年6月に同じ北京で開かれた第5回第三世界保険会議と，発展途上国保険
監督官会議の第3回大会において再びホスト役を演じた。ちなみにこれらの会
議には，世界の51を超える国または地域の211の保険会杜と団体から，300名
を超える代表とオブザーバーが出席した。これら全ては，国際的保険機構にお
げるPICCの地位の向上の端的な表れに他ならない。中国の保険事業が1986
年も引続き劇的な発展を遂げえたのは，主として以下の原因に由来す飢
　（9）第1に，国内経済の引続く発展と経済改革の浸透のお陰で，経済建設
に果たす保険の重要な役割が国民に徐々に理解されてきたこと。その結果，企
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業も人表もともに益々保険保護の必要性を痛感するようになってきている。経
済制度を改革するには傑険によるパック・アヅプが不可欠であるので，経済制
度の改革と対外開放政策とを実施する遇程で中国の保険事業が引続き発展する
ことは，当然の成行きなのである。
　（10）第2に，中国共産党と政府があらゆるレベルで保険事業の発展を重視
した棚㍉中国の種々の機関と外国の保険機構がともに中国の保険事業に積極
的支援を借しまなかったことが，中国の保険事業が今日のような発展をみた原
動力であった。よって私はこの機会に，これまで我々を支援して下さった中国
の全ての関係機関並びに友好的な海外の同業奏諾氏に対し，PICCを代表して
深甚なる謝意を表したい。
　（11）1987年1月に開催された全国保険会議において，同年度の保険事業推
進の為の基本方針が明らかにされた。それによると『経済改革政策に即応しつ
つ，中国の保険事業を引続き発展させるため職員の管理能力の改善と専門技術
者の養成を重視すること』とある。現在PICCの各支公司と分公司は以上の改
善策を実現するため繕力的に取組んでいる。私は以下のことを確信している。
すなわち，あらゆるレベルでの中国共産党と政府機関の関心と，中国の全ての
産業組織からの支援と，海外の保険関係者からの協力により，PICCは1987
年も事業のあらゆる分野で発展を遂げることは確実で，その結果PICCは今年
も，中国的特質を傭えた杜会主義的補償システムの建設に保険を通じて新たな
貢献をすることを。
XXXXI
’以上が．中国人民保険公司の董事長兼総経理である秦遣夫氏の1986年度の
r事業報告」・の紹介である。
　それでは最後に，同じく同公司の1986年版r営業報告書』に載っているr中
国人民像険公司の業務内容」を訳出して紹介することにしよう。
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　（1）中国人民保険公司は顛営企業であって，財産保険，責任保険，保証
保険（surety　bond），外国との再保険を取り扱っている。現在行っている業
務は次の4種に分類できる。すなわち（・）国内の財産保険，（b）国内の生命保険，
（・）海外との保険取引，（d）海外との再保険取引がそれである。
　（2）国内の財産保険は主として以下のもの去カバーしている。すなわち（・）
企業財産保険，（b）家庭財産保険，（・）海上貨物保険，（d）車両保険，（・）船舶保険，
（f）衛星打上げ保険，（9）養殖業保険と種植業保険，がそれである。PICCはその
ほかに，自動車の第三者賠償責任保険も取扱っている。
　（3）1982年に生命保険業務が再開されたが，今目では主として以下のよう
な，各種の担保が提供されている。すなわち（・）個人年金保険，（b）町や村の集団
経営企業で働く労働者のための年金保険，（・）簡易生命保険，（d）小・中学生のた
めの安全保険，（・）母子のための健康・安全保険，（f）色々なタイプの傷害保険な
どである。
　（4）海外の卸件を軍保する保険の主流は各種の財産保険である。しかしな
がらPICCは，財産保険以外にも各種の責任保険と保証保険を引受けている。
この面で現在PICCが引受げている保険種目は70種以上に上り，そのなかには
（・）海上貨物保険，（b）船舶保険，（・）国際線を飛ぶr申国民航」の航空機について
の保険，（d）海上石油掘削保険，（・）原子力発電所保険，（f）人工衛星打上げ保険，
（9）建設工事保険，（h）旅客総合保険，（i）利益保険，（j）機械保険，（k）使用老責任保
険，（1）信用保険，㈲履行保誼保険，（n）投資（政治危険担保）保険がある。（以
下略）
　以上をもって，私の『中国再訪日誌』を終わりたいと思う。お読み頂いた皆
様に心から感謝Lて，本稿を閉じたいと思う。謝々。再見。　　　　（完）
付記　今回の中国再謝こあたっては，当「早稲田商学研究基金」よりのご支
　　　援を頂いた。ここに記して謝意の表明としたい。
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